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何よりも

コ
ロ
ナ
禍
で
の

　
福
祉・医
療
の
切
り
捨
て
Ｎ
Ｏ

女
川
原
発
再
稼
働
、汚
染
処
理
水
の

　
　
　
　
　
　
海
洋
放
出
ス
ト
ッ
プ

水
道
事
業
の「
民
営
化
」を
止
め
、

　
　
　
　
命
の
水
は
公
の
責
任
で

コ
ロ
ナ
禍
で
の

　
福
祉・医
療
の
切
り
捨
て
Ｎ
Ｏ

女
川
原
発
再
稼
働
、汚
染
処
理
水
の

　
　
　
　
　
　
海
洋
放
出
ス
ト
ッ
プ

水
道
事
業
の「
民
営
化
」を
止
め
、

　
　
　
　
命
の
水
は
公
の
責
任
で

　
10
月
４
日
に
閉
会
し
た
県
議
会
で
、
日
本
共
産
党
宮

城
県
会
議
員
団
は
、
提
案
さ
れ
た
議
案
22
件
中
３
件
に

反
対
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、①
私
学
助
成
の
充
実
強
化
に
関
す
る
意
見
書

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
の
立
地
に
関
す
る

法
整
備
の
充
実
等
を
求
め
る
意
見
書
③
出
産
育
児
一
時

金
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書
④
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を

いのち 県政に守る

問
わ
れ
る
３
課
題

決算特別委員会で質疑する
三浦一敏議員（9/28）

本会議で反対討論する
天下みゆき議員（10/4）

代表質問する大内真理議員（9月9日）一般質問する金田基議員（9月15日）一般質問する福島かずえ議員（9月16日）

守
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
実
施
を
求

め
る
意
見
書
の
４
件
が
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　
論
戦
全
体
を
通
じ
て
、

い
ま
県
民
の
命
を
守
る
た

め
の
「
３
つ
の
課
題
」
が
浮

き
ぼ
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

党
県
議
団
は
昨
年
３
月
か

ら
13
回
に
わ
た
り
知
事
に
要

望
書
を
提
出
し
、
県
独
自
の

イ
ニ
シ
チ
ブ
の
発
揮
を
求
め

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
県

は
コ
ロ
ナ
前
に
つ
く
っ
た

「
地
域
医
療
構
想
」
に
も
と

づ
く
病
床
削
減
を
強
行
。
ま

た
、
栗
原
と
登
米
の
保
健
所

を
支
所
化
す
る
方
針
も
撤
回

せ
ず
、
保
健
・
医
療
体
制
の

弱
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
議
会
で
突
然
、
３
病

院
の
連
携
・
統
合
案
か
ら
４

病
院
再
編
が
打
ち
出
さ
れ
ま

し
た
。
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

と
仙
台
赤
十
字
病
院
を
「
統

合
」、
東
北
労
災
病
院
と
新

た
に
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ

ー
を
加
え
「
合
築
」
す
る
案

は
、
移
転
対
象
と
な
る
仙
台

市
へ
の
事
前
相
談
も
な
く
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
党
県
議
団

は
撤
回
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

知
事
は
昨
年
11
月
に
再
稼

働
へ
の
同
意
表
明
を
し
ま
し

た
。
10
月
に
行
わ
れ
た
地
元

紙
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
74
％
が

再
稼
働
に
反
対
、
76
％
が
県

民
投
票
を
行
う
べ
き
と
答
え

て
い
ま
す
。
ま
た
同
紙
が
今

年
行
っ
た
世
論
調
査
で
も
地

元
同
意
を
「
支
持
せ
ず
」
が

59
％
、
避
難
計
画
が
「
不
十

　
「
み
や
ぎ
型
管
理
運
営
方

式
」
と
い
う
名
で
、
水
道
、

下
水
道
、
工
業
用
水
の
３
分

野
９
事
業
の
所
有
権
を
県
が

持
っ
た
ま
ま
、
運
営
権
を
20

年
間
、
民
間
大
企
業
へ
売
り

払
う
「
民
営
化
」
が
強
行
さ

れ
、
来
年
４
月
か
ら
世
界
最

大
の
水
メ
ジ
ャ
ー
・
ヴ
ェ
オ

リ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
企
業

グ
ル
ー
プ
に
事
実
上
握
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、水
道
事
業
の「
民
営

化
」
は
、
市
町
村
の
水
道
や

下
水
道
事
業
の
「
広
域
化
」

と
一
体
で
進
め
ら
れ
、「
ダ
ム

か
ら
各
家
庭
の
蛇
口
、
ト
イ

レ
ま
で
」、そ
の
仕
事
を
独
占

で
き
る
仕
組
み
が
つ
く
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

県
民
の
多
く
が
不
安
視
す

る
水
道
事
業
の
「
民
営
化
」

は
止
め
る
べ
き
で
す
。

分
」
が
64
％
で
す
。
県
民
世

論
と
大
き
く
か
い
離
し
て
い

ま
す
。

　

知
事
は
、
福
島
第
一
原
発

事
故
、
汚
染
処
理
水
の
海
洋

放
出
に
も
反
対
を
明
言
せ

ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
宮
城
県

に
も
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

入
院
病
床
の
削
減
、

保
健
所
の
縮
小
再
編

当
事
者
不
在・

地
域
医
療
を
壊
す

「
４
病
院
２
拠
点
再
編
」

県
民
合
意
の
な
い

　
　
　

原
発
再
稼
働
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決
算
特
別
質
疑

　
コ
ロ
ナ
対
策
、国
の
枠
内
だ
け

三 

浦  

一 

敏

三 

浦  

一 

敏

天
下 

み
ゆ
き

天
下 

み
ゆ
き

酒
類
製
造
及
び

　
　
販
売
事
業
者
に
支
援
実
現

福
島 

か
ず
え

福
島 

か
ず
え

４
病
院
の「
２
拠
点
化
」、

　
　
県
は
説
明
責
任
を
果
た
せ
!!

県
立
高
校
１
人
一
台
端
末
は
、

　
　
　
　
　
　
　
公
費
整
備
を

大 

内  

真 

理

大 

内  

真 

理

金
田 

も
と
る

金
田 

も
と
る

多
様
性
を
尊
重
し
、

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
の
県
政
へ

　

三
浦
県
議
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

関
連
の
決
算
で
、
一
般
財
源
の
支

出
が
国
庫
支
出
金
に
よ
る
事
業
の

県
負
担
分
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
、「
県
単
独
事
業
の
支
出
は
ゼ

ロ
と
の
認
識
で
よ
い
か
」と
質
問
。

知
事
は
事
実
上
認
め
ま
し
た
。
２

０
２
０
年
度
の
実
質
収
支
が
前
年

の
倍
近
い
２
７
６
億
円
の
黒
字
だ

と
指
摘
。「
国
の
交
付
金
の
枠
内

で
の
対
策
し
か
し
て
お
ら
ず
、
評

価
で
き
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
今
後
各
地
に

設
置
が
必
要
に
な
る
が
、
自
己
負

担
が
ネ
ッ
ク
で
あ
り
、
県
の
補
助

で
無
料
に
す
べ
き
だ
と
求
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
２
９
５
億
円
か
ら
３
２

４
億
円
に
膨
ら
ん
だ
広
域
防
災
拠

点
整
備
事
業
で
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
移

転
に
便
宜
を
図
り
、
供
用
開
始
時

期
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
指

摘
し
、「
典
型
的
な
税
金
の
ム
ダ

遣
い
だ
」
と
批
判
。
補
正
予
算
に

関
連
し
、
米
価

の
大
幅
下
落
対

策
を
県
と
し
て

対
応
す
べ
き
と

求
め
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
の
知
事
答
弁
で
、
昨

夏
以
来
の
3
病
院
（
県
立
が
ん
セ

ン
タ
ー
、
仙
台
赤
十
字
病
院
、
東

北
労
災
病
院
）
の
「
連
携
・
統
合
」

議
論
は
、
い
つ
の
間
に
か
、
県
立

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
を
加
え
た
４

病
院
で
の
「
２
拠
点
化
」
の
方
向

で
「
関
係
者
」
間
で
議
論
が
進
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　

知
事
は
同
日
の
記
者
会
見
で
、

が
ん
セ
ン
タ
ー
と
日
赤
病
院
に
つ

い
て
は
仙
台
医
療
圏
の
南
部
エ
リ

ア
に
「
統
合
」。
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー
と
労
災
病
院
に
つ
い
て
は
仙

台
医
療
圏
の
北
部
エ
リ
ア
に
「
合

築
」
の
方
向
で
来
年
度
中
に
関
係

者
間
の
合
意
を
目
指
す
と
ま
で
言

及
す
る
一
方
、
患
者
・
地
域
住
民
、

県
民
に
対
し
て
説
明
責
任
を
果
た

す
こ
と
に
つ
い
て
は
尚
、
後
ろ
向

き
の
ま
ま
。

　

21
日
の
環
境
福
祉
常
任
委
員
会

で
「
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
が
協
議

に
加
わ
っ
た
の
は
い
つ
の
時
期

か
？
」
と
質
し
た
の
に
対
し
、
保

健
福
祉
部
長
は
「
明
ら
か
に
で
き

な
い
」
と
の
答
弁
。
県
民
に
対
し

て
「
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
」
の
姿

勢
が
よ
り
際
立
っ
て
い
ま
す
。

　

困
難
を
抱
え
る
女
性
へ
の
相

談
・
支
援
事
業
の
充
実
を
求
め
、

Ｄ
Ｖ
相
談
の
実
数
把
握
の
改
善
を

実
現
し
、
貸
付
金
事
業
改
正
の
検

討
を
答
弁
さ
せ
ま
し
た
。
民
間
シ

ェ
ル
タ
ー
へ
の
助
成
事
業
も
新
た

に
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
性
的
指

向
、
性
自
認
に
よ
る
差
別
や
不
利

益
を
解
消
す
る
た
め
に
、
パ
ー
ト

ナ
ー
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
の
導
入
を
求
め
ま
し
た
。

　

岩
手
県
で
は
大
震
災
復
興
基
金

の
39
・
５
％
を
住
ま
い
の
再
建
に

充
て
て
い
る
の
に
、
宮
城
県
は
わ

ず
か
３
・
８
％
と
10
分
の
１
。
福

島
県
沖
地
震
で
も
、
福
島
県
は
損

害
割
合
10
％
未
満
の
一
部
損
壊
世

帯
に
10
万
円
支
給
す
る
独
自
制
度

を
設
け
ま
し
た
が
宮
城
県
は
つ
く

っ
て
お
ら
ず
、
も
っ
と
独
自
支
援

策
を
講
ず
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
知
事

か
ら
は
国
と
市

町
村
任
せ
の
冷

た
い
答
弁
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

天
下
県
議
は
、
塩
竈
市
の
創
業

３
０
０
年
に
及
ぶ
酒
造
会
社
に
話

を
聞
き
、
飲
食
店
で
の
酒
類
提
供

制
限
で
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る

と
指
摘
し
て
、
酒
造
業
者
へ
の
支

援
を
求
め
ま
し
た
。

　

経
済
商
工
観
光
部
長
は
、「
酒

造
業
者
も
含
む
酒
類
販
売
事
業
者

へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い
る
」
と

答
弁
。
そ
の
後
、追
加
補
正
で「
時

短
要
請
等
関
連
事
業
者
支
援
事

業
」
の
８
・
９
月
分
に
、
酒
類
販

売
事
業
者
向
け
の
支
援
事
業
を
新

た
に
設
け
る
予
算
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

小
中
学
校
で
は
１
人
１
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
整
備
が
ほ
ぼ
完
了

し
ま
し
た
。
し
か
し
高
校
の
場
合

は
３
人
に
１
台
分
し
か
国
の
補
助

が
あ
り
ま
せ
ん
。
宮
城
県
教
委
は

来
年
度
以
降
の
新
入
生
に
対
し
個

人
所
有
端
末
の
持
ち
込
み
（
＝
Ｂ

Ｙ
Ｏ
Ｄ
）
に
舵
を
切
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
手
持
ち
の
端
末
で
は
、

学
校
の
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）

に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
理
由
で
繋

ぐ
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
結
局
こ
れ

は
、
保
守
費
用
等
を
含
め
る
と
１

台
５
～
７
万
円
の
高
価
な
端
末

を
、
学
校
を
通
じ
て
新
し
く
購
入

す
る
よ
う
半
強
制
的
に
各
家
庭
に

迫
る
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
青

森
・
秋
田
県
を
含
む
16
府
県
は
、

コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金
等
を
活
用

し
、
全
員
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
設
置
者
負
担
・
公
費
で
整
備
し

て
い
ま
す
。
宮
城
県
も
高
校
生
の

１
人
１
台
端
末
に
つ
い
て
、
当
然

公
費
で
整
備
す
べ
き
と
迫
り
ま
し

た
。

住
ま
い
の
再
建
に

　
　
冷
淡
な
村
井
県
政

売上減少率 法　人 個　人

30％以上50％未満 20万円/月（定額） 10万円/月（定額）

50％以上70％未満 20万円/月（上限） 10万円/月（上限）
月次支
援金に
上乗せ

70％以上90％未満 40万円/月（上限） 20万円/月（上限）

90％以上 60万円/月（上限） 30万円/月（上限）

【酒類販売事業者への支援金の額】

＊支給対象者の要件など詳しくは宮城県経済商工観光部・
　中小企業支援室のホームページ参照


